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公家日記類に多くの民間医の名を見出すことができる。医療需要の高まりが彼らを輩出させる基盤となっているわけだ 、他方、 師になることは経済的な豊か をもたらすだけでなく、立身のための有効な手立てともなっていた」
（２）
、 「室町時代は日本の医療史にとって大き
な変化の時代であり、官医に代わって優秀な民間医が数多く誕生した。朝廷や公家、幕府の権力者たちは ぞって高 な民間医の診療を受けるようになった。一方民間医の側でも上流階級と接触す ことで、医師としての名声と地位を手にした」
（３）
などの指摘が見られるが如く、
医師の立場が大きく変化し 時代であっ 。室町期 医師に対するこうした捉え方は、筆者がこれまで考察し き 学者 学問事情――地位・家格の向上、そのための政治的領域へ 接触 ど――に 通ずるところがあるように思われる。だとすれば、こ 時期似 ような成長を遂げた両者に、何かしらの接点が生まれるようなことはなかだろうか。　
その点を詳らかにする第一歩として、本稿では月舟の著述をまとめ
た『幻雲文集』を取り上げる。月舟は五山僧や公家学者 の交流も密で、 『幻雲詩集』や『続錦繍段』など、い ゆ 〝文学〟面 活動















































































も窺える。それが傍線部②である。 『医書大全』の数が少 見たくて 見られない人 多いとしており、その主体が医師か学者かは不明ながら、興味を持つ が増えてきたようなのである。そ 状況を改善しようとして本書が刊行されたこ によって 医書に目を通す人数は増加し、医学への関心も高まって ったのだろう。というのも、これに続いて天文五 （
一五三六
） 年には国内二番目の医書刊行物となる 『俗






られるようになっても くのである。この抄物作成については、 「医家たちの抄物作成は、五山禅僧等を中心に盛行していたと ろの抄物作成活動の影響を受けて行われた」
（９）
との説があるように、医学の確







































































医の事情と単純に一括りにするわけにいかないの 承知している しかし、こういった公家学者 の政治絡みの確執が が、医師全体の地位を向上する術を模索することとなり、それが五山の助力を得つつ医学を学問の一領域として高めていく動きに繋がっ 、と解することはできないだろ か。とかく下位に置かれがちだっ 彼 にとっては、治療の腕 磨く はもちろんのことながら、そ を単なる技術の域にとどめず、その技術を支える知識が〝医学〟と う学問たり得るこ を示し 考証好きな学者たちを取り込もう した、そしてその活動においては、学問を先導している五山の力 必要だっ 捉えることはできな だろうか。そう った捉え方が許される すれば






















り長くはなかったのかも れず、 なれば 進月没後さほど時を置かずして作成されたものと推測され　
本稿で問題としたいのは、賛ではなく「進月序」の方である。賛本



































































































































































































田中尚子-CC.indd   35 2014/02/05   15:56:24
部分でわざわざ五山関係者の日東を取り上げたということになる。一族の系譜を充実させんとして、傍流の叔父・大叔父にも言及したと見なすこともできようが、別の解釈も可能なように思われる。すなわち、養叟・春浦・実伝といった五山僧たちが進月 学問形成に重要な役割を果たしていた いう直後のエピソードを導くために、五山・上池院双方に繋がる日東に言及したという解釈である。五山の優位性の主張とまで言ってしまうと語弊があるだろ が、それでも 存在を強調するというのは、五山僧である月舟の立場からす ば、たしかにごく自然な思考 はある。　
このように、十仏・士仏の属性としての和歌、そしてその後の三代
から進月にかけての属性としての五山の学問といった具合に、医療行為以外の要素を軸に据えて系譜を辿 スタイルとなったわけだが その要因としてはどういったことが想定できるだろうか。五山僧という彼の立場もその一因となったのだろ が、それ以外 も指摘できそである。三、上池院の実態と「進月序」　
進月が医療活動に従事する姿は、 『鹿苑日録』 ・ 『後法興院記』 ・ 『蔭

































































と続く。①・③・④についてはその理由すら定かではないものの、トラブル きだったこ だけは間違いない しかし、このような事態に
―　　―36
























一族の地位の基礎を築いた十仏・士仏まで遡っ 語り、不名誉な出来事があった世代は簡略化する の判断がな たのではないだろうか。そもそも注釈を施すにあたっては、起源や由来を辿る手法 往々にして見られ、その形式を月舟が用いるこ には何 違和感もない。その枠組の中で、医学に限定されない情報――十仏・士仏 属性としての和歌や、起宗以降四代 思考が五山僧の学問によって形成 た のであったということ――に言及する は、もちろんそれは、ただ単に上池院家の実態を反映しただけのことかもしれないが もしそこに意図性を読み取るならば、 〝文学〟的側面から描くことで こ 一族多岐にわたって秀でた才 持っており、五山僧や公家学者たち 同じ分野でも対等に並び立つことをアピールし それに って彼らの認知度、ひいては彼らの医家としての地位を高めていこうとして たとい
うことになるのではないだろうか。月舟の身近かつ得意な分野と結び付けて語ったことが、結果的には周囲の学者たちの医学へのハードルを下げた可能性は否定できまい。 からこそ、 『医書大全』刊行やそれ以降の医学関連の動きが生まれたのである。　
そして、月舟がこうして筆を割いて記したことは、後世まで大きな
意味を持つようになる。そ 一例 『寛政重修諸家譜』である。同テクストでは、十仏を「博学多才 して、能本草をかんがへ、最医術に精く、諸人を療治するの功ありしかば、延元二年民部卿法印に叙す。且和歌をよくするをもつて、等持院尊氏 愛重せら 、その命によりて万葉集を講じ、また平生脈 診し、薬を調じてたて つる」と、進月を「進月いまだ襁褓のうちにあるとき 嘉邦これを携 養叟和尚に謁せしめ 法諱をもとむ。これによりて宗精と名づく。これよりこのかた進月、春浦実伝の二大老に往来し、参禅して頗其旨を得たり。のち慈照院義政に仕へて愛寵せられ、世々その薬局をつかさどる 医術の妙あげてかぞふべからず。永正九年四月八日死す。年六十一」と紹介するが、この叙述が「進月序」に拠ってい のは一見して明らかである。実は、この一族につい 語る際 「進月序」 利用 る現象は、現在までほぼ変化していない。というのも、 「 ほどにこ 一族について詳しく言及 たものがな のである。 進月序」は 個々の記録類からだけでは体系的に把握することが難しかった上池院という一つの医家の成り立ちを、コンパクトにまとめた形で後世に残してくれた価値ある資料だったのである。　
系譜に言及した「進月序」が添えられたのは、賛が作成された時点
―　　―37
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という関係にあたるため 有年・円俊 ころで説明している以上は、重複して書く必要はないとの判断がなされた いうことだろう。ま 、「自足軒記」の場合は、 自足軒が代々続く医家の出ではなかったためか、「進月序」や直前に挙げた二例のような祖先への言及はないが、彼の師であった下郷忠憲居士 話が及ぶ際にその父忠郷の名を挙げ ことで、下郷氏二代に関してはきちんと押さえている。しか 、その下郷家の外科の秘伝を自足軒のみが継承すると明記する は、学統を辿ることになる。となれば、これもある意味、系譜に対 月舟の関心強さと解釈していいのかもしれない。 「進月序」に見られた系譜への執着は決して特異なわけではなく、まだ まり認知されていない存在を知らしめるための叙述スタイルの一つとして確立していたのであ
―　　―38
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ところで、これらの叙述を見てきた結果、どうやら月舟の医家との


































あっ 家を継いではいなかったことを断っているのである。 〝医〟が先に たのではなく、 〝釈〟が先にあったのだ。つまり、これらの事例を見るに、月舟自身の専門とする領域の延長線上に、医家 ひいては医学が存在していたとの推論が呈示できる である。　
このように、 『幻雲文集』内の医学関連叙述は、月舟自身の個人的
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学の発展に貢献していたのである。しかし異なる形とはいえ、この二つは当然連動するはずである。南化本で唯一引用される日本の医書が、月海・円俊の父である照慶 （
一四二一―一五○八








































） 、 「阿佐井野氏について」 （ 『早稲田大学
―　　―40
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